
文
体
統
計
論
的
に
み
た
『
ゲ
ー
テ
・
シ
ラ
ー
往
復
書
簡
集
』

の
特
性
（
二
）

（1）文体統計論的にみた『ゲーテ・シラー往復審簡集』の特性（二）

分
析
の
対
象

　
ほ
か
な
ら
ぬ
『
ゲ
ー
テ
・
シ
ラ
ー
往
復
書
簡
集
』
を
計
量
的
分

析
の
対
象
に
選
ん
だ
理
由
は
、
「
文
体
統
計
論
的
に
み
た
『
ゲ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

テ
・
シ
ラ
i
往
復
書
簡
集
』
の
特
性
（
一
）
」
（
以
下
「
特
性

（
一
）
」
と
略
す
）
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
が
、
要
は
往
復
書
簡
の

性
質
上
ジ
ャ
ン
ル
（
書
簡
文
）
お
よ
び
テ
ー
マ
（
話
題
）
が
共
通

し
、
試
掘
的
作
業
に
お
い
て
両
者
の
文
体
が
予
想
外
に
似
通
っ
た

特
徴
を
示
し
た
た
め
、
多
変
量
解
析
な
ど
種
々
の
分
析
手
法
の
有

効
性
を
試
す
恰
好
の
素
材
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
偉
大
な
二
つ
の

精
神
の
交
流
記
録
と
い
う
、
ひ
と
り
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
の
み
な

ら
ず
、
精
神
文
化
史
一
般
に
関
心
を
も
つ
者
に
と
っ
て
興
味
尽
き

な
い
内
実
が
そ
こ
に
は
あ
る
、
と
い
う
二
点
に
尽
き
よ
う
。

新
　
　
井

暗
　
　
士

　
一
七
四
九
年
八
月
二
八
日
生
ま
れ
の
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
・
ゲ
ー
テ
と
、
　
一
七
五
九
年
十
一
月
十
日
生
ま
れ
の
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
．
シ
ラ
ー
の
文
通
は
、
一
七
九
四
年
六
月
十
三
日
に
始
ま
り

一
八
〇
五
年
五
月
に
シ
ラ
ー
が
早
世
す
る
ま
で
間
断
な
く
統
け
ら

れ
、
ゲ
ー
テ
自
身
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
八
十
歳
の
年
に
公
刊
さ
れ

て
い
る
。
情
報
と
恩
想
の
交
換
手
段
と
し
て
の
手
紙
の
や
り
と
り

が
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
た
十
八
世
紀
・
十
九
世
紀
の
こ
と
で

あ
り
、
ゲ
ー
テ
か
ら
発
信
さ
れ
た
書
簡
だ
け
で
も
膨
大
な
量
の
も

の
が
残
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
こ
の
書
簡
集
は
特
別
な
も
の
で
あ

る
。
な
に
よ
り
も
そ
れ
は
受
信
し
た
手
紙
類
を
焼
却
す
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
（
2
〕

あ
っ
た
ゲ
ー
テ
の
、
往
復
書
簡
集
の
形
で
公
刊
さ
れ
た
書
信
往
来

は
、
音
楽
家
ツ
ェ
ル
タ
ー
と
の
も
の
と
、
こ
の
シ
ラ
ー
と
の
も
の
．

だ
け
で
あ
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
。
し
か
も
一
七
九
九
年
に
始
ま
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り
両
者
没
年
（
一
八
三
二
）
に
終
焉
す
る
ゲ
ー
テ
・
ツ
ェ
ル
タ
ー

　
（
3
）

書
簡
集
で
は
、
最
初
期
を
除
け
ば
、
友
人
知
已
の
間
で
普
通
用
い

ら
れ
る
親
称
（
U
仁
）
を
む
し
ろ
年
長
の
ゲ
ー
テ
が
促
す
形
で
使

っ
た
の
に
対
し
、
偉
大
な
同
志
で
あ
り
交
友
で
あ
る
と
互
い
に
認

め
あ
う
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
の
問
で
は
、
一
貫
し
て
敬
称
（
蟹
①
）

が
周
い
ら
れ
親
称
で
呼
び
掛
け
合
う
こ
と
が
遂
に
な
か
っ
た
。
そ

の
意
味
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
年

齢
、
身
分
、
親
疎
の
度
合
な
ど
で
単
純
に
割
り
切
る
こ
と
だ
け
は

不
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
し
我
々
は
こ
の
こ
と
は
事
実
の
指
摘
に
と
ど
め
、
ま
た
こ

の
珠
玉
の
杳
簡
集
の
全
貌
や
人
文
的
な
い
し
定
性
分
析
的
特
徴
に

ふ
れ
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
避
け
て
、
も
っ
ば
ら
計
量
分
析
の
素
材

と
し
て
こ
れ
に
接
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
素
材
と
し

て
い
ま
手
元
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
七
九
四
年
か
ら
一
七

九
七
年
ま
で
四
年
間
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に

分
け
、
機
械
可
読
形
式
に
し
た
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
で
あ
る
。
底

本
と
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ル
テ
ミ
ス
版
ゲ
ー
テ
全
集
に
依
拠

し
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
文
庫
本
で
あ
り
、
一
枚
一
枚
は
が
し
た
頁
を

0
C
R
で
読
み
取
り
テ
キ
ス
ト
ニ
ア
ー
タ
に
変
換
し
た
も
の
を
、

手
作
業
で
誤
読
を
改
め
分
析
用
に
整
形
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
ニ
ァ
ィ
ス
・
ク
版
各
種
テ
キ
ス
ト
が
急
速
に
普
及
し
つ

つ
あ
る
情
勢
に
あ
う
て
は
、
数
年
前
に
は
な
お
多
少
と
も
先
端
的

で
あ
っ
た
こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
作
成
作
業
も
、
も
は

や
些
か
迂
遠
で
あ
り
非
能
率
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

文
頭
以
外
で
も
名
詞
や
敬
称
を
大
文
字
で
書
き
始
め
る
な
ど
、
や

や
特
殊
な
書
記
法
を
と
る
近
・
現
代
の
ド
イ
ツ
語
文
献
を
計
量
分

析
の
対
象
と
す
る
隈
り
、
正
常
な
テ
キ
ス
ト
と
い
え
ど
も
分
析
の

手
法
や
目
的
に
応
じ
て
そ
の
都
度
、
整
形
な
い
し
修
正
の
必
要
が

あ
る
こ
と
に
は
変
り
な
い
。

一
一
文
章
長
の
分
析

二
・
一
　
文
章
長
の
分
布
は
、
対
数
正
規
分
布
を
な
す

　
始
め
に
図
一
、
図
二
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
図
一
は
ゲ
ー
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

書
簡
、
図
二
は
シ
ラ
ー
書
簡
の
、
文
章
長
分
布
を
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム

で
表
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
か
ら
順
次
一
七
九
四
年
、
九
五
年
、

九
六
年
、
九
七
年
と
な
っ
て
い
る
。
左
側
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
は
い

ず
れ
も
尖
度
が
高
く
鋭
鋒
を
な
し
、
歪
度
か
ら
み
れ
ば
左
傾
し
て

い
る
の
に
対
し
、
右
側
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
は
ほ
ぽ
釣
鐘
型
の
正
規

分
布
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
左
右
は
同
じ
デ

ー
タ
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
左
側
は
頻
度
の
実
数
デ
ー
タ
を
使
っ
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て
い
る
の
に
対
し
、
右
側
は
そ
の
白
然
対
数
を
と
っ
て
い
る
。
文

章
長
の
分
布
が
対
数
正
規
分
布
に
近
い
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
ゲ
ー
テ
・
シ
ラ
ー
書
簡
集
の
場
合
も
く
っ
き

り
と
そ
れ
が
形
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
書
簡
集
の
特
徴
と
し

て
結
び
の
常
套
句
、
た
と
え
ば
「
ご
き
げ
ん
よ
う
（
「
＆
雪
臼
①

名
争
＝
）
」
な
ど
が
ほ
ぼ
毎
回
現
れ
る
の
で
、
実
数
デ
ー
タ
に
よ

る
左
図
の
左
端
部
（
数
語
か
ら
な
る
文
の
頻
度
）
に
そ
れ
が
如
実

に
反
映
し
て
い
．
る
。
こ
の
よ
う
な
「
外
れ
値
」
は
テ
ユ
ー
キ
ー
の

提
唱
に
従
っ
て
五
％
ト
リ
ム
な
ど
を
行
え
ぱ
多
少
す
っ
き
り
す
る

が
、
こ
こ
で
は
図
表
と
し
て
は
あ
え
て
示
さ
な
・
か
っ
た
。
年
次
毎

の
主
な
記
述
統
計
量
は
表
一
か
ら
表
四
に
ポ
と
め
て
あ
る
。

　
文
通
開
始
当
初
二
年
間
の
み
を
扱
う
「
特
性
（
一
）
」
を
ま
と

め
た
時
点
で
は
、
半
年
足
ら
ず
と
期
間
も
短
い
第
一
年
目
は
両
者

の
間
に
量
的
の
み
な
ら
ず
文
章
長
平
均
な
ど
に
当
然
差
異
が
み
ら

れ
る
の
に
対
し
、
両
者
の
親
密
度
が
急
速
に
増
し
往
来
も
頻
繁
に

な
る
第
二
年
目
は
少
な
く
と
も
文
章
長
平
均
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
値
と
な
る
意
外
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
第
三
年
目
以
降
も
同
様

の
傾
向
が
む
し
ろ
強
ま
る
か
と
予
測
し
た
が
、
こ
う
し
て
四
年
問

を
通
算
↓
て
み
る
と
む
し
ろ
第
二
年
目
が
例
外
で
あ
る
可
能
性
が

浮
か
ん
で
く
る
。
出
自
、
経
歴
、
文
学
的
な
資
質
や
世
代
が
相
当

に
異
な
る
両
者
が
接
近
す
る
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
シ
ラ
ー
が
企

画
し
た
高
踏
的
文
学
誌
『
ホ
ー
レ
ン
』
に
あ
り
、
こ
の
時
期
の
書

簡
に
は
こ
れ
を
め
ぐ
る
話
題
も
多
い
の
で
、
で
き
れ
ば
『
ホ
ー
レ

ン
』
が
廃
刊
と
な
る
一
七
九
八
年
ま
で
通
算
五
年
間
を
通
し
て
み

た
か
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
本
稿
執
筆
時
点
で
は
デ
ー
タ
を
そ
ろ

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
平
均
の
変
化
な
ど
時
系
列
的
観
察

に
は
手
持
ち
デ
ー
タ
は
そ
の
意
味
で
ま
だ
不
十
分
な
わ
け
だ
が
、

後
で
述
べ
る
判
別
分
析
な
ど
で
は
現
在
得
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に

よ
る
帰
結
（
判
別
式
）
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
た
め
未
知
の
一
七

九
八
年
資
料
を
利
用
で
き
る
希
望
も
あ
る
。

二
．
二
　
カ
イ
ニ
乗
検
定
、
t
検
定
、
分
散
分
析

　
さ
て
、
文
章
長
の
頻
度
分
布
は
、
た
と
え
ば
作
者
判
別
の
デ
ー

タ
と
し
て
ど
の
程
度
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
対
数
正
規
分
布
を
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
、
こ
こ
で
ノ
ン
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
カ

イ
ニ
乗
検
定
（
一
様
性
検
定
）
と
正
規
分
布
を
前
提
と
す
る
平
均

値
の
t
検
定
を
比
べ
て
み
よ
う
。
試
み
に
一
七
九
六
年
度
の
デ
ー

タ
（
対
数
）
を
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
と
も
そ
れ
ぞ
れ
六
個
の
フ
ァ
イ

ル
に
分
割
し
、
長
さ
に
よ
り
九
つ
の
ク
ラ
ス
（
階
級
）
に
分
け
て

頻
度
を
調
べ
て
み
る
。
こ
れ
を
合
算
し
た
年
度
全
体
の
デ
i
タ
に

353



橋論叢　第122巻　第3号　平成11年（1999年）9月号　（4）

つ
い
て
、
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
の
文
章
長
頻
度
分
布
は
一
様
性
を
も

つ
（
換
言
す
れ
ば
、
ゲ
ー
テ
・
シ
ラ
ー
と
い
う
分
類
と
長
さ
に
よ

る
分
類
は
互
い
に
独
立
で
あ
る
）
と
い
う
帰
無
仮
説
を
立
て
、
カ

イ
ニ
乗
検
定
統
計
量
を
計
算
す
る
と
自
由
度
六
で
十
一
．
三
三
五

と
な
る
か
ら
、
仮
説
は
棄
却
さ
れ
な
い
。
　
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

度
平
均
値
に
つ
い
て
t
検
定
を
行
う
と
、
自
由
度
一
五
一
一
で

二
・
三
〇
五
と
な
り
、
五
％
水
準
で
有
意
で
あ
る
。
ま
た
ゲ
ー

テ
・
シ
ラ
ー
計
十
二
個
の
小
フ
ァ
イ
ル
（
群
）
に
つ
い
て
分
散
分

析
を
行
っ
て
み
る
と
、
分
散
比
（
F
値
）
は
十
・
三
四
（
自
由
度

は
十
一
と
一
五
〇
〇
）
と
な
り
、
こ
の
値
は
一
％
水
準
で
有
意
に

大
き
い
か
ら
、
十
二
群
の
平
均
は
変
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
次
に
、
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
六
個
の
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い

て
別
々
に
分
散
分
析
を
行
っ
て
み
る
と
、
ゲ
ー
テ
方
は
分
散
比
が

四
・
九
六
一
、
シ
ラ
ー
方
は
十
七
・
四
一
五
と
な
る
ゆ
え
、
と
も

に
一
％
水
準
で
有
意
に
大
き
い
。
表
五
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、

両
者
と
も
同
じ
時
期
、
す
な
わ
ち
七
月
お
よ
び
年
末
の
書
簡
文
の

長
さ
の
平
均
が
高
い
の
だ
が
、
七
月
は
特
に
ゲ
⊥
ア
の
小
説
『
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
行
時
代
』
、
年
末
は
シ
ラ
ー
が

手
掛
け
て
い
る
戯
曲
『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
や
、
両
者
合
作

の
寸
鉄
詩
『
ク
セ
ニ
エ
ン
』
や
『
マ
イ
ス
タ
ー
』
が
し
き
り
に
話

題
に
の
ぼ
り
、
や
や
論
評
的
内
容
の
書
簡
文
が
多
い
。
翌
一
七
九

七
年
で
は
八
月
の
ゲ
ー
テ
の
書
簡
文
が
異
常
に
長
い
こ
と
、
そ
の

背
景
に
ゲ
ー
テ
の
私
生
活
に
お
け
る
一
転
機
が
あ
る
こ
と
を
、
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

散
分
析
応
用
の
一
例
と
し
て
『
計
量
言
語
学
の
方
法
と
実
践
』
で

指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
は
文
学
史
上
の
い
わ
ゆ
る
ワ
イ
マ
ー
ル
古

典
期
に
関
る
精
神
的
転
機
が
書
簡
文
に
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。
文
章
長
の
分
散
分
析
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
，

経
由
で
入
手
し
た
報
道
文
（
『
ジ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
『
ド
イ

チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
』
）
に
つ
い
て
も
試
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
平

均
が
極
め
て
安
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
た
ま
た
ま
テ
キ
ス

ト
・
デ
ー
タ
の
用
意
が
あ
っ
た
ゲ
ー
テ
の
『
マ
イ
ン
ツ
包
囲
滞
陣

記
』
や
『
ビ
ン
ゲ
ン
の
聖
ロ
フ
ス
祭
』
を
分
析
し
て
み
る
と
、
そ

の
一
部
に
平
均
の
異
常
に
大
き
い
（
文
が
長
い
）
部
分
が
み
ら
れ
、

分
散
比
は
い
ず
れ
も
有
意
と
な
る
。
前
者
の
場
合
は
陣
中
生
活
が

終
わ
っ
て
帰
路
に
故
郷
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
立
ち
寄
る
記
事
の
部

分
で
、
九
七
年
書
簡
で
異
常
値
を
示
し
た
八
月
も
生
母
の
暮
ら
す

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
滞
在
期
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
ま

た
後
者
の
場
合
は
旅
行
記
の
体
裁
を
と
る
文
脈
の
中
に
、
善
男
善

女
大
衆
の
信
ず
る
聖
者
伝
を
意
識
的
に
物
語
と
し
て
挿
入
し
た
部

捌
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（7）文体統計論的にみた『ゲーテ・シラー往復書簡集』の特性（二）

表1　ゲ丁書簡の文葦長
~~~~ 
SD 
O . 672 

O . 663 

O . 683 

O . 644 

Range 
1 . 386-4 . 787 

O . 693-4 . 205 

1 . 099-4 . 787 

O . 693-4 . 585 
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表2　シラー書簡の文章長

撒SD
O－539

0．627

0．679

0．681

Range

1，099－4．220

1，099－4．357

0，693－4．615

1，099－4．419

mean 
24 . 54 

18.38 
21 .73 

23 . 33 

SO 
12.38 
10.95 

13.93 
1 3 . 96 

Ran ge 

3-68 
3-78 
2-101 

3-83 

*
 
*
 
*
 
*
 
*
 

mean 
3 . 068 

2 . 73 i 

2 . 870 

2 . 954 

　
＝
o
o
o
1
∩
∪

　
0
1
’
『
7

n
o
■
o
o
〇
一
〇
〇

’
『
＝
■
＾
o
7

〇
一
〇
一
〇
’
o
o

7
7
7
7
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1
　
1
　
1

表3　ゲーア書獺の文章長（トりムド平均）

mean 
21 .57 

16.95 
22 . 45 

25.01 

SD 
1 1 .70 

8.30 
1 1 .66 

1 1 .83 

Range 
6-60 
4-40 
6-54 
7-56 

*
 
*
 
*
 
*
 
*
 

mean 
2 . 934 

2 . 699 

2 . 9e8 

3 . 100 

SD 
O . 528 

O . 534 

O . 550 

O . 505 

Range 
1 . 792-4 . 094 

1 . 386-3 .689 

1 . 792-3 .989 

1 . 946-4 .025 

　
O
■
－
＾
O
’
｝
＾
u

　
’
↓
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｝
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表4　シラー香簡の文章長（トリムド平均）

mean 
23.72 
1 7 . 55 

20 . 54 

22.31 

SD 
9
.
 8
.
 
10 
l
O
 

35 
329 
.18 
. 63 

Range 
8- 49 

5-40 
5-47 
5-5 1 

*
 
*
 
*
 
*
 
*
 

mean 
3 . 084 

2 . 745 

2 . 886 

2.977 

SD 
0.417 
O . 506 

O . 548 

O . 533 

Range 
2 . 079-3 . 892 

1 . 609-3 . 689 

1 . 609-3 .g50 

1 . 609-3 .932 

乃
認
侶
7
5

n
o
‘
7
8
o
o

’
↓
’
o
o
o
－
’
‘

9
o
，
o
’
o
o

7
7
7
7

分
が
、
他
と
か
け
離
れ
た
平
均
値
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
短

編
物
語
『
ノ
ヴ
ェ
レ
』
で
は
分
散
比
は

二
・
〇
四
九
で
五
％
水
準
で
有
意
で
は

な
く
、
平
均
に
変
化
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
。
こ
の
場
合
は
物
語
の
流
れ
が
一

定
し
て
い
て
、
意
識
的
な
い
し
無
意
識

的
に
文
体
に
長
さ
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ

る
必
然
性
が
な
い
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
口
述
筆
記
が
多
い
ゲ
ー

テ
は
文
の
長
さ
が
比
較
的
安
定
し
て
い

る
よ
う
な
印
象
が
こ
れ
ま
で
漠
然
と
あ

っ
た
が
、
先
入
観
を
改
め
る
必
要
と
変

化
の
理
由
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
我
々
は
少
な
く
と

も
暫
定
的
に
次
の
よ
う
な
結
論
を
下
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、

（
一
）
　
文
章
長
の
分
布
は
、
対
数
正
規
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分
布
を
な
す
。

（
二
）
　
文
章
長
の
分
析
は
、
相
当
量
の
資
料
を
必
要
と
す
る
が
、

作
者
判
別
に
は
必
ず
し
も
右
効
と
は
い
え
な
い
。
但
し
、
カ
イ
ニ

乗
一
様
性
検
定
よ
り
、
平
均
値
に
よ
る
t
検
定
の
方
が
や
や
有
効

で
あ
る
。

（
一
二
）
　
同
一
作
者
の
文
体
の
変
化
は
、
文
章
長
を
変
量
と
す
る
分

散
分
析
を
手
掛
か
り
に
検
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

三
　
単
語
次
元
の
分
析

　
我
々
は
次
に
単
語
の
出
現
頻
度
に
墓
づ
く
分
析
を
試
み
よ
う
。

但
し
、
こ
こ
に
い
う
「
単
語
」
と
は
見
出
し
語
（
タ
イ
プ
、
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

マ
と
も
）
で
は
な
く
、
水
谷
の
い
う
単
位
語
（
卜
ー
ク
ン
）
に
類

し
、
か
つ
ド
イ
ツ
語
特
有
の
動
詞
の
分
離
前
綴
り
や
「
連
糸
（
ス

ト
リ
ン
グ
）
」
化
し
た
分
離
動
詞
の
Z
u
不
定
詞
な
ど
も
一
語
と

み
な
す
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
後
の
空
白
や
句
読
点
な

ど
で
区
切
ら
れ
た
一
連
の
文
字
群
を
単
語
と
み
な
す
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
前
提
に
た
っ
た
上
で
、
単
語
の
長
さ
に
よ
る
頻
度

分
布
を
調
べ
、
分
割
表
に
基
づ
く
カ
イ
ニ
乗
検
定
に
よ
っ
て
、
異

な
る
テ
キ
ス
ト
の
一
様
性
を
判
定
す
る
方
法
は
、
す
で
に
何
度
か

試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
量
が
あ
る
程
度
以
上
あ
れ
ば
そ

れ
な
り
に
有
効
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
回
は
こ
の
単
語
長
に
よ
る
カ
イ
ニ
乗
一
様
性
検
定
は
省
略
し
、

不
変
化
詞
の
頻
度
を
多
変
量
と
し
て
、
比
較
的
語
数
の
少
な
い
テ

キ
ス
ト
の
判
別
を
可
能
に
す
る
方
法
の
確
立
を
試
み
る
。
と
い
う

の
は
、
単
語
長
に
よ
る
一
様
性
検
定
で
は
一
万
語
程
度
の
デ
ー
タ

が
そ
ろ
え
ば
か
な
り
確
実
に
判
定
で
き
る
こ
と
が
経
験
的
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
実
に
作
者
不
明
テ
キ
ス
ト
の
帰
属
性
を

判
定
し
た
い
場
合
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
一
万
語
ほ
ど
の
長
さ
を
も

つ
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
問
題
で
は
ベ
イ
ズ
定
理
を
適
用
し
た
モ
ス
テ
ラ
ー
と
ウ
ォ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
〕

に
よ
る
『
連
邦
主
義
者
』
の
大
規
模
な
分
析
が
す
で
に
画
期
的
評

価
を
得
て
い
る
が
、
我
々
は
な
お
「
古
典
的
」
多
変
量
解
析
手
法

を
用
い
て
、
な
る
べ
く
少
な
い
資
源
で
効
率
的
な
判
別
が
で
き
る

方
法
を
模
索
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

三
・
一
　
不
変
化
詞
二
十
語
の
選
択

　
ゲ
ー
テ
に
関
し
て
は
す
で
に
不
変
化
詞
二
五
語
を
選
び
、
主
成

分
分
析
に
よ
っ
て
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
、
『
親
和
カ
』
、

ニ
コ
ラ
イ
の
『
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
喜
び
』
、
『
修
士
セ
バ
ル
ド
ゥ
ス
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕

の
距
離
関
係
を
図
示
し
て
み
た
が
、
そ
の
場
合
用
い
た
二
五
語
は
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（9）文体統計論的にみた『ゲーテ・シラー往復書簡集』の特性（二）

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
も
参
照
し
つ
つ
頻
度
を
優
先

し
て
選
択
し
た
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
前
置
詞
も
含
む
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
置
詞
は
最
も
頻
度
の
高
い
．
．
昌
．
．
が
上
に

述
べ
た
よ
う
に
分
離
動
詞
と
一
単
位
語
化
し
た
り
、
前
綴
り
と
同

形
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
厳
密
に
区
別
し
数
え
上
げ
る
の
は
か

な
り
面
倒
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
前
置
詞
は
一
切
外
す
こ
と
に

。
し
、
『
書
簡
集
』
の
中
で
な
る
べ
く
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
の
使
用
度

に
違
い
の
あ
る
も
の
に
着
目
し
な
が
ら
、
改
め
て
何
度
か
選
択
を

繰
り
返
し
た
結
果
、
表
六
に
あ
る
二
十
語
を
選
び
基
礎
デ
ー
タ
と

す
る
こ
と
に
し
た
。
表
中
、
．
．
昌
彗
．
．
は
不
定
代
名
詞
で
あ
り
本

来
の
不
変
化
詞
と
は
い
え
な
い
が
、
特
に
ゲ
ー
テ
に
お
い
て
顕
著

な
使
用
例
が
み
ら
れ
る
の
で
、
あ
え
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
頻
度

を
表
す
数
値
は
、
固
有
名
詞
（
地
名
、
書
名
な
ど
を
含
む
）
や
数

字
、
記
号
を
除
い
た
総
語
数
を
も
と
に
、
千
語
当
り
の
頻
度
に
換

算
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
・
二
　
判
別
分
析

　
こ
の
不
変
化
詞
の
表
を
眺
め
な
が
ら
、
始
め
に
試
み
た
の
は
線

形
判
別
式
に
よ
る
判
別
分
析
で
あ
る
。
こ
の
手
法
が
テ
キ
ス
ト
の

判
別
に
か
な
り
有
効
で
あ
る
可
能
性
は
、
戯
曲
『
ヘ
ン
リ
ー
六

世
』
三
部
作
（
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ア
な
い
し
マ
ー
ロ
ー
へ
の
帰
属
問

　
　
　
　
（
9
）

題
）
の
分
析
に
お
い
て
示
し
た
が
、
そ
の
場
合
、
テ
キ
ス
ト
の
量

も
大
き
く
、
ま
た
判
別
式
の
変
数
も
十
個
と
多
か
っ
た
。
計
算
の

手
問
を
厭
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
変
数
の
数
は
な
る
べ
く
少
な
く

し
、
少
数
標
本
で
も
判
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
、
と
い
う
の
が

今
回
の
目
的
で
あ
る
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
末
、
変
量
と
し

て
、
き
彗
彗
g
昌
竃
⊆
目
α
．
，
四
語
の
頻
度
を
と
り
、
判
別
式

　
　
＜
u
l
H
．
曽
蜆
〆
－
o
．
5
き
十
－
b
o
o
↓
〆
十
〇
．
3
と
－
曽
1
g

を
得
た
。
こ
の
判
別
式
を
作
る
の
に
あ
た
っ
て
利
用
し
た
デ
ー
タ

は
、
一
七
九
四
年
、
一
七
九
五
年
、
一
七
九
六
年
の
デ
ー
タ
で
、

九
五
年
の
ゲ
ー
テ
ニ
ア
キ
ス
ト
は
四
分
割
、
シ
ラ
ー
ニ
ア
キ
ス
ト

は
⊥
ハ
分
割
、
九
六
年
の
テ
キ
ス
ト
は
共
に
六
分
割
し
て
、
上
記
四

語
の
千
語
当
り
の
頻
度
を
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
、
平
均
値
の
ベ
ク
ト

ル
と
標
本
共
分
散
行
列
の
逆
行
列
を
用
い
て
、
判
別
関
数
を
導
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
計
算
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
A
W
K
と
「
マ

セ
マ
テ
ィ
・
力
」
を
使
っ
た
。

　
一
七
九
七
年
の
デ
ー
タ
を
判
別
式
作
成
に
利
用
し
な
か
っ
た
の

は
、
こ
の
判
別
式
の
有
効
性
、
つ
ま
り
誤
判
別
率
を
検
証
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
と
し
て
残
し
て
お
く
為
で
あ
る
。
一
七
九
七
年
は
文

章
長
の
分
散
分
析
を
通
じ
て
ゲ
ー
テ
の
八
月
テ
キ
ス
ト
に
特
異
性
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表5ゲーテ・シラー書簡の文章長窺度分布（1796年）

a ) ~f-5: 
5C~:~: i7 ~ ;~ 

I ogl - I og4 

I og5i I og7 

l og8- I ogl 2 

l ogl 3- I og20 

l og2 1 - I og33 

l og34- I og54 

l og55- I og90 

l og9 1 - I ogl 48 

n(sum) 

** mean *** 
*** SD **** 
** SoS **** 

1-5;] 
5
 4
 
17 

27 
28 
14 
3
 O
 98 
2.910 
O . 662 

42 . 896 

6~l 
1
 5
 
18 

21 

27 
13 
2
 O
 
87 
2.913 
O . 648 

36 . 562 

7~ 
2
 

1
1
 

15 

21 

5
 O
 66 
3 . 146 

O . 738 

35 . 976 

8~l 
9
 
15 

21 

32 
27 
23 

1
 
1 34 

2 . 824 

O . 756 

76 . 540 

10-1 1 

2
 

24 
25 
27 
14 
2
 O
 
1 02 

2 . 838 

O . 653 

43 .501 

11-12;i 
O
 

1
1
 
14 

36 
15 
5
 2
 84 
3 .202 

0.571 
27.416 

b) ~/~-
)~~:~;i7 ~ ;~ 
I ogl - I og4 

l og5- I og7 

I og8- I ogl 2 

I ogl 3- I og20 

l og2 1 - I og33 

l og34- I og54 

I og55- I oggO 

l ogg I - I ogl 48 

n(sun]) 

** ~Iean *** 
*** SD **** 
** SoS **** 

1-5~ 
1
1
 
12 

28 
36 
26 
8
 O
 O
 
1 23 

2 . 600 

0.661 
57 . 783 

6;~ 
10 

10 

33 
39 
37 

O
 1 38 

2 . 650 

O . 633 

54 . 999 

7;i 
12 
1
1
 
26 
71 
1 06 

66 
18 

2
 312 
3. 100 

0.841 
l 42 . 598 

8;~ 
5
 4
 
12 

28 
29 
12 

O
 91 

2.871 
O .667 

33 . 876 

10-1 1 

5
 
18 

30 
40 
35 
12 
2
 O
 1 42 

2 . 700 

0.661 
60 . 675 

11-12~ 
2
 
12 
18 

35 
40 
25 
4
 O
 1 36 

2 . 969 

O . 749 

57 . 835 

が
み
ら
れ
た
の
で
、
不
変
化
詞
に
よ
る

判
別
分
析
で
も
同
様
の
結
果
が
で
る
か
、

興
味
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
・

デ
ー
タ
整
備
の
過
程
で
、
所
属
不
明
の

テ
キ
ス
ト
ガ
旧
フ
ァ
イ
ル
に
残
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
、
こ
れ
に
も

こ
の
判
別
式
を
適
用
し
て
み
る
こ
と
に

し
た
。

　
判
別
の
結
果
は
、
表
七
に
示
さ
れ
て

い
る
。
ゲ
ー
テ
の
テ
キ
ス
ト
な
ら
プ
ラ

ス
値
、
シ
ラ
i
の
テ
キ
ス
ト
な
ら
マ
イ

ナ
ス
値
を
と
る
の
が
正
し
い
判
別
で
、

判
別
式
を
作
る
際
に
利
用
し
た
テ
キ
ス

ト
群
は
す
べ
て
正
し
く
判
別
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
半
別
関
数
の
機
能
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
残
し
た
一
七

九
七
年
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー

テ
方
、
シ
ラ
ー
方
と
も
一
つ
づ
つ
誤
判

別
が
出
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
の
方
は
多
少

可
能
性
を
予
期
し
た
八
月
テ
キ
ス
ト
で

063



（11）文体統計論的にみた『ゲーテ・シラー往復書簡集』の特性（二〕

は
な
く
、
年
初
期
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
．
．
昌
彗
。
．
と
、
自
邑
．
．
の

頻
度
が
低
い
た
め
、
こ
の
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
シ

ラ
ー
の
場
含
は
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
テ
キ
ス
ト
で
、
こ
ち

ら
は
シ
ラ
i
と
し
て
は
、
．
…
α
．
．
の
頻
度
が
並
外
れ
て
高
い
。
変

量
を
少
な
く
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
特
異
値
に
影
響
さ
れ
る
可
能

性
が
増
す
が
、
一
定
の
目
安
を
つ
け
る
意
味
で
は
四
個
位
の
変
量

で
十
分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
帰
属
不
明
フ
ァ
イ
ル

は
、
判
別
式
の
数
値
が
示
す
よ
う
に
、
ゲ
ー
テ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

三
・
三
　
主
成
分
分
析

　
今
回
、
最
後
に
試
み
た
の
は
、
不
変
化
詞
二
十
の
頻
度
を
変
量

と
み
な
し
た
主
成
分
分
析
で
あ
る
。
ま
ず
年
次
毎
の
デ
ー
タ
（
表

六
）
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
、
第
一
主
成
分
を
横
軸
に
、
第
二

主
成
分
を
縦
軸
に
と
り
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
四
個
づ
つ

の
標
本
の
主
成
分
得
点
に
よ
り
、
散
布
図
（
布
置
図
）
を
描
い
た

も
の
が
、
図
三
で
、
そ
の
下
の
表
に
は
固
有
値
、
お
よ
び
固
有
ベ

ク
ト
ル
を
表
示
し
た
。
固
有
ベ
ク
ト
ル
と
各
標
本
の
デ
ー
タ
行
列

の
積
が
「
年
次
毎
の
主
成
分
得
点
」
欄
で
、
布
置
図
は
こ
の
中
の

第
一
、
第
二
主
成
分
得
点
を
用
い
て
い
る
。
第
。
一
、
第
二
主
成
分

の
累
積
寄
与
率
を
み
る
と
、
五
八
・
六
四
で
あ
る
か
ら
、
や
や
物

足
り
な
い
感
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
図
で
は
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
が

は
っ
き
り
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
問
題
の
一
七
九
七
年
度
に
つ
い

て
、
ゲ
ー
テ
七
分
割
フ
ァ
イ
ル
、
シ
ラ
ー
六
分
割
フ
ァ
イ
ル
を
標

本
と
し
、
同
じ
不
変
化
詞
二
十
の
頻
度
に
基
づ
く
主
成
分
分
析
を

行
い
、
第
一
主
成
分
得
点
と
第
二
主
成
分
得
点
に
よ
り
描
い
た
布

置
図
が
図
四
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
図
三
の
場
合
ほ
ど
ゲ
ー
テ
の

標
本
グ
ル
ー
プ
と
シ
ラ
ー
の
標
本
グ
ル
ー
プ
が
明
確
に
分
離
せ
ず
、

G
一
と
S
三
な
土
は
か
な
り
接
近
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
G
一

と
S
一
は
一
七
九
七
年
の
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
、
ま
た
S

三
は
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
書
簡
文
テ
キ
ス
ト
だ
が
、
前
節

の
判
別
分
析
で
も
G
一
と
S
三
は
、
微
妙
な
差
で
は
あ
る
が
、
誤

判
別
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
文
章
長
の
解
析
で
は
特
異
値
を
示

し
た
G
三
は
図
四
で
は
最
右
翼
の
一
角
に
位
置
し
、
ま
ぎ
れ
も
な

く
ゲ
⊥
ア
的
で
は
あ
る
が
、
他
の
標
本
と
は
か
け
離
れ
た
恰
好
で

あ
る
。
そ
こ
で
少
し
伝
記
的
事
実
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
七
九
七

年
春
に
は
、
二
月
二
十
目
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で
、
約
四
十
日
問

に
わ
た
っ
て
、
ゲ
ー
テ
が
シ
ラ
ー
の
居
る
イ
ェ
ー
ナ
に
滞
在
し
、

し
ば
し
ぱ
対
面
す
る
と
と
も
に
執
筆
中
の
『
ヘ
ル
マ
ン
と
ド
ロ
テ

ア
』
に
つ
い
て
手
紙
の
中
で
頻
繁
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
七
月
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一橋論叢 第122巻第3号 平成11年（1999年）9月号　（12）

6表

G1794　　　G1795

3504　　　　9834

G1796　　G1797

13213　　　23828

S1794　　S1795

7329　　　　14492

S1796　　　S1797

19720　　　22092

4．714．945．1］5，59

5，18

4．23

2．982．572，85

3．86

2．85aber

4．164．944．285．413．334．85S1a

8．338．587．806．887．426．303．71auch

1．360．501．52O．961．762．043．253．14bald 

2．632．983．043．003．233．483．053．42由

10．141O．391O．37 IO．O19．489．089．159．70dass

1．901．611．933．003．063．252，541．71denn

3．033．943．383．004．034．774．783．71dooh

2．583．783．173．142．272．272．851．43hie工

3．49

H．81

3．03

10．80

2．73

10．10

2．76

12．O1

5．966．745，901．43man

8．359．69nicht 1 l. 99 10. 37 

4．668．737．804．916．885，986．415．99nOOh

1．401．．821．1o1．502．851．822．642．OOnun

3．854．393．383．275．295．523．864．85nu■

4．573．584．001．094，62

2．06

6．214．585．71reoht

2．723．782．212．322．272．642．57schon 

9．96 11．45 12．06 1O．918．95 11．43 11．4111．13so

36．53 35．79　　　34．74 37．31　　　29．34 25．46 30．98　　　33．09dnu

3．804．045．563．554．625．525．084．28Wenn

3．944．043．171，394．535．226．1O5．99woh1

十
一
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て

は
シ
ラ
ー
が
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ゲ

ー
テ
邸
に
滞
留
し
、
ゲ
ー
テ
は

そ
の
後
ま
も
な
く
、
内
縁
の
妻

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
と
息
子
ア

ウ
グ
ス
ト
の
為
に
遺
言
書
の
書

き
換
え
を
し
、
故
郷
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
に
お
い
て
母
と
妻
を
引

合
せ
て
い
る
。
実
生
活
上
の
距

離
の
接
近
が
必
ず
し
も
書
簡
の

文
体
に
直
接
影
響
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
、
同
じ
様
に
約

四
十
［
口
間
ゲ
ー
テ
が
イ
ェ
ー
ナ

に
滞
在
し
た
一
七
九
六
年
の
主

成
分
分
析
布
置
図
（
図
五
）
が

示
し
て
い
る
。
し
か
し
九
六
年

は
い
ず
れ
の
作
か
容
易
に
判
断

で
き
ぬ
ほ
ど
含
作
な
い
し
共
作

の
実
を
あ
げ
た
『
ク
セ
ニ
エ

ン
』
の
年
で
あ
る
の
に
、
主
成
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（13）文体統計論的にみた『ゲーテ・シラー往復杳簡集』の特性（二）

表7判別関数［ザー1，215x、一〇．13x，・1，687x。・o．66x，一22．5］による判別結果

判別すべき標本

標本（ファイル〕

　Ooethe　97－1

　oo飢ho97－2
　0⑪ethe　97－3

　0oethe　97－4

　0o飢h日97－5

　Goetho　97－6

　Coe工ho　97－7

判別得点

一1．687

　6782

　6997
11．717

12．520

　5．375

　6．634

正誤

誤

正

正

正

正

正

正

初期標本

標本｛ファイル）

Oo畠th畠　1794

Coeth2　95－l

Oo哩the　95－2

0oethe　95－3

006th喧　95－4

C06th哩　96－1

Go哩th艘　96－2

Go艘the　96－3

Go艘th艘　96－4

0o厘th艘　96－5

（；oethe　96－6

判別得点

　O．077

　4．517

　3．861

11．547

　6．891

　3．799

　9．023

　6．845

10．562

　4．813

　9．923

Sohi11喧r　97一一

Soh11ler　97－2

Sohi11艘r　97－3

Schi11繧r　97－4

Soh111哩r　97－5

Sch111er　97－6

一3，448

－12．686

　0，649

－5，196

－2．イ20

－O．548

正

正

誤

正

正

正

Soh111艘r
Sohiller

Sohi11er

So11i11喧r

Sohll1哩r

Sohil1胆r

Sohiu繧r

Sohil1畠r

Sohi11艘r
Sohil1or

Schi11er

Sohillor

S〔hil1er

1794

95－1

95－2

95－3

95－4

95－5

95－6

96－1

96－2

96－3

96－4

96－5

96－6

一5，872

－5，763

－H．785

－8，040

－l1846

－4．50一

一9，618

－8，545

－1，645

－3，437

－O．一73

－2I786

－7．977

Unbek刮n皿t m．143

[ x* 

[ x2 

[ x3 

[ x* 

aber (D~;.'~~~"' ~ ~~:i~~] 

auch n J 
man n J 
und " l 

分
分
析
の
結
果
は
は
っ
き
り
両
者
の
差
異
を
示

す
の
に
対
し
、
「
バ
ラ
ー
ド
の
年
」
と
い
わ
れ

る
九
七
年
が
接
近
（
G
一
）
と
離
反
（
G
三
）

を
と
も
に
示
し
て
い
る
の
は
何
か
意
味
が
あ
り

そ
う
に
思
え
る
。
人
生
の
重
要
案
件
の
介
在
が

書
簡
の
文
体
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
即
断
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
な
お
今
後
の
課
題
と

し
て
検
討
に
値
し
よ
う
。

　
以
上
の
試
み
か
ら
、
我
々
は
単
語
次
元
の
解

析
に
関
し
暫
定
的
に
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

（
一
）
　
頻
度
が
あ
る
程
度
高
い
不
変
化
詞
群
は
、

多
変
且
里
解
析
の
デ
i
タ
（
変
量
）
と
し
て
、
文

体
特
徴
を
と
ら
え
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

（
二
）
　
判
別
関
数
分
析
に
よ
れ
ば
、
比
較
的
少

な
い
変
量
に
よ
り
、
か
な
り
の
程
度
正
し
く
作

者
の
判
別
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）
　
変
且
里
が
二
十
ほ
ど
も
あ
れ
ば
、
主
成
分

分
析
に
よ
り
、
相
当
程
度
正
確
に
作
者
識
別
も
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一橋論叢 第122巻 第3号 平成11年（1999年）9月号 （14）
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（15）文体統計論的にみた『ゲーテ・シラー往復蕃簡集』の特性（二）

可
能
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
視
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
筆
者
が
計
量
言
語
学
と
と
も
に
関
心
を
寄
せ
る
近
世
ド
イ
ツ
の

言
語
文
化
資
料
に
は
作
者
不
明
の
文
献
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の

一
つ
に
十
七
世
紀
末
に
刊
行
さ
れ
た
『
ラ
ー
レ
ブ
ー
フ
』
と
い
う

諏
刺
物
語
が
あ
る
。
近
年
そ
の
作
者
を
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク

出
身
の
多
芸
多
才
な
法
学
博
士
ヨ
ハ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ル
ト
に
擬

す
る
説
が
、
書
誌
学
方
面
か
ら
浮
上
し
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
決
着
を
み
て
い
な
い
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ル
ト
は
法
曹
人
と
し

て
の
職
務
の
傍
ら
、
ラ
ブ
レ
ー
の
『
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
』
を
倍
ほ

ど
の
長
さ
に
翻
案
す
る
よ
う
な
奇
妙
な
男
で
あ
る
。
そ
の
存
在
に

対
す
る
興
味
と
統
計
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ヘ
の
興
味
が
、
筆
者
を

『
ラ
ー
レ
ブ
ー
フ
』
作
者
問
題
に
も
向
か
わ
せ
る
の
だ
が
、
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
方
法
の
有
効
性
と
限
界
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
『
ゲ
ー
テ
・
シ
ラ
ー
往
復
書
簡
集
』
は
腕
試
し
に
は
ま
さ

に
う
っ
て
つ
け
の
相
手
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
し
や
こ
の
実
験
が
徒

労
に
終
わ
ろ
う
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
欧
州
動
乱
の
迫
り
く
る

時
代
に
生
き
た
精
神
界
の
巨
人
の
葛
藤
に
一
端
で
も
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
学
徒
冥
利
に
尽
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

ゲ
ー
テ
に
倣
っ
て
い
え
ば
、
・
願
わ
く
ば
、
も
っ
と
時
間
を
。

＊
　
本
稿
は
、
内
容
の
貧
し
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
学
の
適
に
お
い
て

先
輩
で
あ
り
多
年
同
僚
の
栄
を
か
た
じ
け
な
く
し
た
諏
訪
功
教
授
の

御
退
官
を
記
念
し
つ
つ
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
を
受
け
た
研

究
成
果
の
公
表
義
務
を
果
た
し
、
か
つ
は
一
研
究
者
と
し
て
「
ど
っ

こ
い
、
お
い
ら
は
生
き
て
い
る
」
事
を
証
し
す
る
と
い
う
、
欲
の
は

っ
た
多
目
的
に
従
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

（
1
）
　
『
ゲ
；
テ
年
鑑
』
第
三
十
八
巻
（
一
九
九
六
年
）
、
一
五
五
頁
｛

　
一
七
四
頁
。
な
お
、
底
本
と
し
た
の
は
、
o
o
ミ
ぎ
－
睾
ミ
§
「
b
ユ
♀

　
§
s
き
竃
卜
勺
冨
目
ζ
…
ミ
エ
芭
ヨ
σ
…
o
q
－
竃
9

（
2
）
　
た
と
え
ぱ
、
一
七
九
七
年
七
月
九
日
の
日
記
に
、
「
乎
紙
類
焼

　
却
。
用
紙
が
鉄
線
椅
子
近
く
で
焼
け
る
と
き
炎
の
美
し
い
緑
の
色
」

　
と
あ
る
（
ぎ
的
S
S
§
ぎ
ミ
』
、
δ
1
－
O
O
§
一
α
q
O
①
竃
昌
訂
巨
ω
O
q
軸
σ
O

　
鼻
o
L
お
）
。
こ
の
時
は
、
故
郷
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ヘ
の
山
立
を
前

　
に
し
て
、
一
七
七
二
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
受
け
取
っ
た
約
八
百

　
通
の
手
紙
を
、
二
日
と
九
日
の
日
曜
日
に
焼
い
た
ら
し
い
（
ネ
○
竃
－

　
§
s
卜
g
§
§
s
§
的
N
ミ
§
堕
団
」
．
p
＝
σ
q
．
一
カ
ー
ω
8
釘
胃
一
N
一
』
①
・

　
ユ
o
ミ
髪
巨
g
島
彗
岩
o
。
戸
o
．
①
o
胃
、
）
。
一
種
の
覚
悟
の
念
が
感
じ

　
ら
れ
る
。

（
3
）
睾
｝
さ
S
ぎ
9
§
ぎ
ぎ
ミ
O
§
ぎ
§
巨
§
一
ミ
ぎ
、
§
旨
ぎ
－

　
§
s
』
§
㎏
ミ
吻
』
亀
N
＝
σ
q
l
＝
－
O
l
O
P
〇
一
一
一
〕
o
『
o
q
＼
向
1
N
o
ブ
ヨ
ニ
≦
⊆
①
目
－

　
○
了
o
之
ξ
示
目
量
旨
）

（
4
）
　
文
章
長
は
、
本
稿
第
三
節
に
い
う
「
単
語
」
の
数
で
測
っ
て
い

　
る
。
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（
5
）
　
二
橋
論
叢
』
第
二
二
巻
第
四
号
（
一
九
九
九
年
）
、
八
一
頁

　
三
九
七
頁
。

（
6
）
　
『
数
響
言
語
学
』
（
水
谷
静
夫
、
第
二
刷
、
東
京
一
九
八
七
、
二

　
六
頁
）

（
7
）
㌧
息
§
μ
由
§
邑
§
§
～
9
§
包
§
－
§
ミ
茗
§
－
§
雨

　
○
昌
竃
ミ
．
．
『
ぎ
き
き
§
茅
－
§
㊦
葛
、
．
一
旨
口
向
2
ゴ
昌
一
z
①
老

　
く
o
H
（
｝
害
ご
ミ
丈
o
己
①
；
①
『
o
q
＼
↓
o
斥
｝
o
岩
o
o
ω
、
ま
た
、
こ
れ
に
つ

　
い
て
は
、
『
一
橋
論
叢
』
第
一
一
五
巻
第
三
号
（
一
九
九
六
年
）
、
一

　
四
貢
壬
二
九
頁
。

（
8
）
　
前
掲
『
一
橋
論
叢
』
第
二
二
巻
第
四
号
（
一
九
九
九
年
）
。

（
9
）
　
二
橋
論
叢
』
第
一
一
九
巻
第
三
号
（
一
九
九
八
年
）
、
一
頁
｛

　
一
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
教
授
）
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